
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和2年度決算）
福島県南相馬市　南相馬市立総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

50 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 250

許可病床（合計） －

直営 24 - ド 透 I 未 訓 救 臨 災 輪 - - 300 【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

令和元 年度 - 年度 - 年度

- 230

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

59,018 21,321 - 第２種該当 １０：１ 230

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、地域災害拠点病院及び原子力災害拠点
病院として指定を受け、相双医療圏の中核病院と
して二次救急医療を担っている。
　また、地域内の医療機関で受け入れができない
透析患者への対応のため、平成30年3月から透析
医療の提供を開始している。
　さらに、新型コロナの患者受入医療機関となる
など、新興感染症への対応も実施している。

※令和元年度に市立小高病院を廃止し、市立総合病院附属
小高診療所としたことから、元年度以降の指標は総合病院
＋小高診療所となっている。

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28 H29 H30 R01

当該値 80.8 76.3 81.3 78.2 74.7当該値 86.2 86.8 91.3 92.7 99.1 当該値 66.1 69.8 70.3 74.5 60.0当該値 1.2 19.5 29.9 39.3 17.4

平均値 85.7 85.9 86.0 89.3 84.1平均値 96.2 97.2 97.5 97.0 102.4 平均値 71.2 73.0 72.1 74.4 66.5平均値 84.7 86.8 90.8 75.1 83.2

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　新型コロナ対応に係る国・県補助金の受入により経
常収支比率や累積欠損金比率は大幅な改善となったも
のの、近年改善傾向にあった医業収支比率（R1も附属
診療所を除けば83.6％）及び病床利用率は、感染対策
に伴う定期手術の延期や並列手術の自粛、また、整形
外科常勤医不在に伴う手術が必要な入院患者の大幅減
などにより大きく悪化となった。
　経営健全化に向けては医業収支の改善が必要不可欠
であるため、地域連携の強化やベッドコントロール等
運用の見直しなど、改善の取組を感染症対応と並行し
て推し進めていかなければならない。

2. 老朽化の状況について

H28 H29 H30 R01 R02 H28 R01 R02 　令和元年度に230床から300床に許可病床が増加
したことにより、1床あたり有形固定資産は大き
く減少となっている。
　平成28年度に脳卒中センターを建設したことに
伴い、有形固定資産減価償却率・器械備品減価償
却率が一時的に低下したものの、本館については
平成4年度の建設以降は大規改修等を実施してい
ないことから設備の老朽化が進んでおり、数年以
内に改修工事等の対応が必要となる可能性が高
い。
　また、器械備品については類似平均及び全国平
均より老朽化が進んでいる状況から、設備同様に
更新が必要となるものと予想される。

R02 H28 H29 H30

20.0 23.5 21.1 20.2 18.867.7 当該値41,204 当該値

H30 R01H29 H30 R01 R02 H28 H29

平均値 44,825 45,494 47,924 53,523

65.8 64.0 58.2 58.711,352 11,240 11,872 12,323 12,912 当該値

12,023 12,309 12,502 15,111

当該値 41,095 41,751 43,688 40,676

24.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　補助金等により最終的な損益は改善となったもの
の、医業収支の大幅な悪化など、経営健全化に向けた
課題は一段と大きくなった。
　「1.」で記載したとおり、地域で求められる感染症
への対応などは引き続き実施しながらも、医業収支改
善に向けた取組は強化していく必要がある。
　また、設備・器械備品の老朽化が進んでいる現状を
踏まえ、計画的な設備投資が必要となってくると予想
される。
　今後は経営健全化に向けた取組を強化し、地域で必
要とされる医療機能の充実及び地域に不足する医療の
提供を安定的にできるように努めていかなければなら
ない。

H28 H29 H30 R01 R02 H28

60.8 平均値 20.9 20.7 20.6 24.215,986 平均値 59.7 59.0 59.4 56.257,368 平均値

H30 R01 R02

当該値 34.9 37.6 41.0 44.6 46.9 当該値

H29 H30 R01 R02 H28 H29

54,835,143 55,578,596 55,519,887 43,189,667 42,989,56378.5 当該値

平均値 44.7 46.9 48.6 52.9

53.8 60.2 67.3 74.1

50,234,87369.9 平均値 41,260,555 41,975,086 43,785,070 49,696,71854.3 平均値 64.2 67.3 70.1 69.4
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④病床利用率(％)
【67.2】
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③累積欠損金比率(％)
【69.3】
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②医業収支比率(％)
【84.7】
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①経常収支比率(％)
【102.5】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.3】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,168,683】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.8】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【58.8】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【16,778】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【56,733】
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